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②「平右衛門分鉄砲衆屋敷」代引

は、牧野家が在地に一定の武力を

置いていたことを示す。荒井村枝

郷北袋の小名に「鉄砲宿」があるの

も、こうした史実と関連するもの。 

 ① 「おき」「ひらき」など

は、新田開発分であ

り、年貢の増徴！ 

⑥「切符ニ出ル」とは、手形

や証券の形で金銭を支払う

ことを意味する。④の「直請

取」に対応するもの。 

⑮畑方銭納分で、「平右衛門知

行方」が半分近くを占める。牧

野家の家臣で、この近くから知

行を得ていたことを示す。⑰の

「金太夫遣方」は、検地を実施

した中心人物であり、同じく牧

野家家臣。 

⑦～⑭までは、小物成であり、

その中には「織木綿」や「薪運

賃」など村の特色がみられる。

原野の多かったこの地域から薪

を江戸に運んだ運賃とみられ、

㉑の米の「江戸納」とともに水

運とも関連する記載である。 

「織木綿之代」は、当時「兵衣・

陣幕・旗」などに使われる重要

な軍事物資であり、その代銭納

による課税である。 

田方の部分の㉒「金子ﾆﾃ

納」は、米の換金、すなわち

在地の市の存在を想定され

る。隣接する石戸宿では、近

世後期の記録によれば毎年

三月二日、五月二日、七月十

一日、十二月二十七日の四

度の市が開かれていた事実

がある。 

㉔の「御茶屋遣方」は、将軍家御茶屋の存在を示す極

めて貴重な記録である。石戸領およびその周辺には、

牧野家の石戸領支配にかかる遺跡が残されている。

具体的には、石戸宿の御茶屋、川田谷村の陣屋および

見樹院跡、鴻巣市の勝願寺などである。 

ワシハ、関東の代官頭、伊

奈忠次じゃ、牧野の家来と

もども北袋村を検地をし

ておる 

墓は、鴻巣の勝願寺にある 

たまには、墓参りにドウジャ 

牧野の累代の墓もアルゾ 


